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荒川英敏

大和君発見のニュースが大きく取り上げられる！

日本で大きな話題になっている大和君発見のニュースは、当地でも BBCニュースや 新聞、

インターネットでも大きく取り上げられています。ネットの書き込みも様々です。

ロンドンの有力紙「イブニング・スタンダード」紙の一面記事

「イブニングスタンダード」紙の五面で更に詳細を報じている。
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駒ヶ岳を中心に置き去りの場所と発見場所の位置関係の詳細を報じていました。

（新聞「デイリ・メール」の HPHPHPHPから）

「デイリ・メール」紙の HPのネット書き込欄にも様々な書き込みでがありました：－

＊大和君は勇敢な子供だ！

＊無事に発見されて本当によかった！

＊これから親は子供の背中を良く見ていないといけないね！

＊地方紙の記者が昨夜、大和君がいなくなった所から自衛隊の簡易宿舎まで彼が歩いた

と思われるコースを試しに歩いて見たが、2時間半かかり結構疲れたと話しており、道

は途中数か所の分岐点をがあり、どちらに行くか迷っただろうが、遠くに見えた町の

明かりにきっと励まされたのだろうね。！

＊両親の記者会見で、母親はうなだれていたのは、きっと責任を感じていただろうね。！

＊あの様な場所に置き去りにするとは不適切で馬鹿げた両親なんだろう。7歳の子供を置

き去りにしても、彼の場合は親から脅かされているとは思わず、自分は一人になった

ことを自覚して知恵を働かせたわけで、幸運だった。

等でした。

大和君は置き去りにされてから意外と落ち着いていて、ブッシュには入らず林道のを歩き、

きっと民家が見つかるか、誰かに出会うと信じてひたすらに歩き続け、運よく自衛隊の簡

易宿舎にたどり着き、待っていれば誰かが助けに来てくれると思っていたのでしょうね。

本当に良く頑張ったね！早く退院して普通の生活にも戻れるのを願っています。（了）


